
第３編 事業計画 

 32

 
施策の基本的考え方 

 
● 地域福祉への意識啓発を行うなかで、住民やボランティア・ＮＰＯ＊活動等との連携による地域内

での支えあいのネットワークを充実させ、高齢者や障害者などが社会参加し易い環境づくりに努

めます。 

● バリアフリー＊の啓発や防災対策の推進により、だれもが安心して暮らせる環境づくりを目指しま

す。 

● 地域における福祉情報の提供や、相談機能・ケアマネジメント＊体制の充実を図り、地域住民が福

祉サービスを適切に利用できるよう努めます。 

● 地域福祉計画＊をはじめとする各種福祉計画を着実に推進するため、定期的な進行管理や評価、見

直しにより、これらの計画に基づく福祉サービスを住民に適切に提供できるよう努めます。 

● 低所得者に対し、個別の世帯の実情に配慮し、各種の制度や諸施策を積極的に活用して適正な援

護に努めるとともに、地域社会の一員として安定した生活を営めるよう、自立への助長を強力に

進めます。 

施策・事業の体系 

 

１.社会福祉 

03 地域における福祉サービスの提供体制の充実 

01 福祉関係計画推進事業 04 各種福祉計画の推進 

05 低所得者の生活安定と自立支援 

区分 施策 事業 

01 在宅高齢者等緊急通報システム設置事業（再掲）01 住民による地域福祉の促進 

02「子育て・お助け隊」派遣事業（再掲） 

03 福祉関係計画推進事業（再掲） 

01 障害者のすみよいまちづくり事業（再掲） 02 地域福祉による快適なまちづくり 

02 在宅高齢者等緊急通報システム設置事業（再掲）

社
会
福
祉
01 
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■在宅高齢者等緊急通報システム設置事業 高齢者福祉課 
【事業№01010101←№01030305】再掲 

担当部課係名 福祉部 
高齢者福祉健康係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5613 

 

 

■「子育て・お助け隊」派遣事業 児童育成課 
【事業№01010102←№01020102】再掲 

担当部課係名 福祉部 
北部幼児教育ｾﾝﾀｰ 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 220- 
3398 

 

 

■福祉関係計画推進事業 総務課 
【事業№01010103←№01010401】再掲 

担当部課係名 福祉部 
計画係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5457 

 

 

 

 

■障害者のすみよいまちづくり事業 障害福祉課 
【事業№01010201←№01040201】再掲 

担当部課係名 福祉部 
医療支援係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5642 

 

 

■在宅高齢者等緊急通報システム設置事業 高齢者福祉課 
【事業№01010202←№01030305】再掲 

担当部課係名 福祉部 
高齢者福祉健康係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5613 

 

 

 

 

■福祉関係計画推進事業 総務課 
【事業№01010401】 

担当部課係名 福祉部 
計画係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5457 

 

事業概要 
●「保健福祉計画推進会議」において「健やかいきいき甲府プラン＊」の推進に関する評価、意見を聴取し、保健福祉

施策の展開に市民の意見を反映させていく。 
・「健やかいきいき甲府プラン」 

  計画の期間：平成 16 年度～平成 21 年度 
  計画の構成：地域福祉計画、保健計画、次世代育成支援行動計画、障害者福祉計画、高齢者支援計画 
 

 

現況と課題 
●健やかでいきいきとした市民生活を実現するための、全市民に直結した本市の保健福祉の基本計画であるため、市民

の要望、意見等を取り入れながら、見直し策定及び計画推進を行っていく必要がある。 
 
 

 

今後の事業展開 
●「保健福祉計画推進会議」を開催する中で、「健やかいきいき甲府プラン」の推進に関する評価、意見を聴取し、保

健福祉施策の展開に市民の意見を反映させていく。（平成 20 年度：3 回開催予定） 
●平成 20 年度は高齢者支援計画、平成 21 年度には健やかいきいき甲府プランについて、各分野からの学識経験者、関

係機関の代表者及び市民の意見を反映する懇話会を設置し、見直しを行う。 
・平成 20 年度：「高齢者支援計画」の見直し （計画の期間：平成 21 年度～平成 23 年度） 
・平成 21 年度：「健やかいきいき甲府プラン」の見直し （計画の期間：平成 22 年度～平成 26 年度） 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 保健福祉計画推進会議 

開催回数（回） 3 3 3 3 3 9 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
370 3,296 10,743 358 14,397 

02 地域福祉による快適なまちづくり  

04 各種福祉計画の推進  

01 住民による地域福祉の促進  
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施策の基本的考え方 

 
● 家庭や地域における子育て力の向上に努めるとともに、子育てに関する情報提供、各種子育て相

談機関の運営等を行うことにより、各種支援サービスを適切に提供し、安心して子育てができる

環境づくりに努めます。 

● 経済的に安定したなかで子育てができる体制づくりを図り、少子化の抑制に努めます。 

● 保育需要の多様化に対応できる保育体制の確立や、施設の整備、保育料などの負担軽減を図り、

子どもたちのすこやかな成長を支援します。 

● 各種健康診査、保健指導・相談を行うとともに、医療・保健・福祉の連携を推進し、母性や乳幼

児が心身とも健全に生活できる体制づくりに努めます。 

● 児童虐待の早期発見や未然防止に積極的に取り組むとともに、障害児対策の充実を図り、子ども

たちがすこやかに成長できる環境づくりに努めます。 

● 各種自立への支援を行うことにより、ひとり親家庭等の経済的な負担の軽減を図ります。 

施策・事業の体系 

 

２.子育て支援 

04 母子保健・医療等の推進 

06 ひとり親家庭等医療費助成事業（再掲） 

区分 施策 事業 

01 すこやか子育て医療費助成事業 01 子育て支援サービスの充実 

02「子育て・お助け隊」派遣事業 

03 ファミリー・サポート・センター事業 

04 子育て短期支援事業 

05 多子世帯保育料助成金支給事業 

子
育
て
支
援
02 

01 ファミリー・サポート・センター事業（再掲）02 仕事と子育ての両立支援の推進 

01 ひとり親家庭等医療費助成事業 06 ひとり親家庭等の生活基盤の安定支援 

05 要保護児童への対応 01 通園事業(デイサービス) （再掲） 

02 障害者のすみよいまちづくり事業（再掲） 

01 民間保育所等運営整備事業 03 保育の充実 

02 多子世帯保育料助成金支給事業（再掲） 
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■すこやか子育て医療費助成事業 児童育成課 
【事業№01020101】 

担当部課係名 福祉部 
子育て助成係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5674 

  

事業概要 
●少子化対策及び子育て支援の一環として、小児（0 歳から 12 歳に達する日以後の最初の 3 月 31 日までの小児）のす

こやかな成長に寄与するとともに、子どもをもつ家庭の経済的な負担を軽減することを目的とする。医療機関等で完

全窓口無料化を行うことにより、助成対象者の利便性向上を図る。 
 

 

現況と課題 
●窓口無料化に伴う事務処理の効率化を図る。 

 ●窓口無料化に伴い、医療費が著しく伸びることが予測されるため、健康衛生課で作成する「子ども救急ガイドブック」

等を利用して、適正受診について周知を図る必要がある。 
 
 

 

今後の事業展開 
●窓口無料化に伴う事務処理の効率化を図る。 
 
 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 助成件数 

（件） 261,865 298,582 353,518 353,518 353,518 1,060,554 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
549,058 651,256 628,462 628,462 1,908,180 

 
 
 

 

 

■「子育て・お助け隊」派遣事業 児童育成課 
【事業№01020102】 

担当部課係名 福祉部 
北部幼児教育ｾﾝﾀｰ 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 220- 
3398 

 

事業概要 
●高齢者や育児経験者の知恵や経験を活かし、子育て家庭との世代間交流を促進しながら地域ぐるみで子育てを支援し

ていく。併せて、高齢者の生きがいづくりにつなげる。 
 
 

 

現況と課題 
●派遣依頼の大半を占める託児ができるグループ登録の増加を図り、併せてボランティアスタッフの安定確保に結びつ

ける。 
 
 

 

今後の事業展開 
●「子育て・お助け隊」が、地域の特性を生かした運動として定着できるよう環境づくりに努める。 
 
 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 「子育て・お助け隊」派遣件数 

（件） 159 170 170 170 170 510 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
1,131 1,070 1,034 1,034 3,138 

01 子育て支援サービスの充実  
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■ファミリー・サポート・センター事業 児童育成課 
【事業№01020103】 

担当部課係名 福祉部 
中央部幼児教育ｾﾝﾀｰ 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 224- 
5455 

 

事業概要 
●子どもを預かりたい人(協力会員)と預けたい人(依頼会員)からなる会員組織「ファミリー・サポート・センター」を

運営して、会員相互による育児援助活動を支援し、育児負担の軽減を図り子育てしやすい環境づくりを行う。 
 
 

 

現況と課題 
●依頼会員と援助活動件数の増加に対し、協力会員の新規登録者が少なく、将来的に援助活動の調整が難しくなる可能

性がある。 
 
 

 

今後の事業展開 
●当面、直営での運営を継続していくが、民間委託の可能性についても検討していく。 
 
 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 育児支援活動の実績 

（件） 2,767 3,000 3,150 3,300 3,300 9,750 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
4,847 4,712 4,546 4,546 13,804 

 

 

 

■子育て短期支援事業 児童保育課 
【事業№01020104】 

担当部課係名 福祉部 
保育係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5669 

 

事業概要 
●児童（18 歳未満）を養育している家庭の保護者が、疾病等により家庭における児童の養育が一時的に困難となった場

合、経済的な理由により緊急一時的に母子を保護する必要な場合等に、児童養護施設等において一定期間、養育･保

護を行うことにより、仕事と子育ての両立支援・育児負担の軽減を図る。 
 

 

現況と課題 
●平成 19 年度は、利用人数 21 人（実質 11 人）で 47 泊と、平成 18 年度より利用回数が増えたが、更なる市民への周

知を行う。 
 
 

 

今後の事業展開 
●新規事業のため、広報誌や保育所等の施設を通して事業の PR に努める。 
●市民サービス向上のために、市内で 2 ヶ所の実施施設の設置を行っていきたいと考えている。 
 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 利用者数（利用宿泊数） 

（泊） 29 47 － － － － 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
243 235 228 228 691 
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■多子世帯保育料助成金支給事業 児童保育課 
【事業№01020105】 

担当部課係名 福祉部 
保育係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5669 

 
 

事業概要 
●甲府市内に住所を有し、未就学児が 3 人以上いる世帯（多子世帯）の保護者に対して、子育てに係る経済的負担の軽

減を図るため、保育料の助成を行う。 
 
 

 

現況と課題 
●特になし 

 
 
 

 

今後の事業展開 
●少子化により子どもの数は減少しているが、女性の社会進出により保育所の需要は増加しているため、広報誌や施設

などを通して事業の PR に努め、引き続き助成を行い、少子化対策及び子育て支援に努めていく。 
 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 補助世帯数 

（世帯） 1,010 1,080 － － － － 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
31,067 10,000 9,656 9,656 29,312 

 
 

 

■ひとり親家庭等医療費助成事業 児童育成課 
【事業№01020106←№01020601】再掲 

担当部課係名 福祉部 
子育て助成係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5674 

 

 

 

 

■ファミリー・サポート・センター事業 児童育成課 
【事業№01020201←№01020103】再掲 

担当部課係名 福祉部 
中央部幼児教育ｾﾝﾀｰ 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 224- 
5455 

 

 

 

 

02 仕事と子育ての両立支援の推進  
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■民間保育所等運営整備事業 児童保育課 
【事業№01020301】 

担当部課係名 福祉部 
保育係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5669 

事業概要 
●児童の健全育成を図るために、民間保育所の施設･設備等の整備改善等を促進し、環境整備を行う。また、民間保育

所の健全な運営を図るため、職員研修手当等を助成し、保育の充実を図る。 
 

 

現況と課題 
●民間保育所の小規模施設整備は、予算の範囲内で年次計画的に行っているが、老朽化している施設があるため、今後

も継続的に整備の必要がある。 
●平成 17 年度より大規模施設整備が、それまで国、県の補助事業であったのが国の次世代育成支援対策施設整備交付

金、社会福祉施設等施設整備費国庫負担（補助）金として市の事業となったため、市の負担が今後増加していくこと

になる。 
 

今後の事業展開 
●民間保育所と連携をとりながら緊急性や必要性または自己資金の保有状況を踏まえて計画的な整備改善に努めてい

く。 
●少子化により児童数は減少しているが、保育所への入所希望者は増加していて、保育内容の充実が求められている。

また、地域における子育て支援の拠点施設しても期待される中で、保育士等職員の研修を充実させるなど、職員の資

質の向上を図るために助成するとともに、補助内容を検討し、より一層の保育の充実を図る。 
 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 第三者評価制度を行った 

施設数（件） 0 1 2 2 2 6 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
15,716 12,686 12,686 12,686 38,058 

 
 

 

■多子世帯保育料助成金支給事業 障害福祉課 
【事業№01020302←№01020105】再掲 

担当部課係名 福祉部 
医療支援係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5642 

 

 

 

 

■通園事業（デイサービス） 障害福祉課 
【事業№01020501←№01040301】再掲 

担当部課係名 福祉部 
医療支援係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5642 

 

 

■障害者のすみよいまちづくり事業 障害福祉課 
【事業№01020502←№01040201】再掲 

担当部課係名 福祉部 
医療支援係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5642 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

05 要保護児童への対応  

03 保育の充実  
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■ひとり親家庭等医療費助成事業 児童育成課 
【事業№01020601】 

担当部課係名 福祉部 
子育て助成係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5674 

 

事業概要 
●母子・父子家庭及び父母のない児童（18 歳に達する日以後の最初の 3 月 31 日までの児童）の精神的かつ経済的負担

を軽減し、ひとり親と子の保健の向上と福祉の増進を図る。医療機関等で完全窓口無料化を行うことにより、助成対

象者の利便性向上を図る。 
 

 

現況と課題 
●窓口無料化に伴う事務処理の効率化を図る。 
 
 

 
 

今後の事業展開 
●窓口無料化について市民へ周知するとともに、助成対象者の利便性の向上を図っていく。 
 
 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 支給件数 

（件） 25,674 27,367 34,660 36,393 38,213 109,266 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
68,447 81,712 78,852 78,852 239,416 

 

06 ひとり親家庭等の生活基盤の安定支援  
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施策の基本的考え方 

 
● 高齢者自らの健康・生きがいづくりを援助するための取り組みを行うとともに、高齢者が住み慣

れた家庭や地域で、心身ともに健康で心豊かに生活できるよう、就労や生涯学習の場を提供し、

社会参加活動への支援を行います。 

● ＮＰＯ＊やボランティアとの連携を図り、支援を必要とする高齢者が継続的に援助を受けることが

できるよう地域支援体制の構築に努めます。 

● 高齢者や家族に介護予防・生活支援サービスの提供を行い、高齢者等の自立と生活の確保を図り

ます。 

● 年々増加する認知症＊の発症予防と早期発見、早期対応に努め、認知症高齢者とその家族に対する

支援の充実を図ります。 

● 医療、保健、福祉の連携強化を図るとともに、高齢者の医療費の適正化を推進します。 

● 養護老人ホーム＊や軽費老人ホーム＊などの入所者が、充実した生活を送ることができるよう、施

設整備の促進や保護措置を推進します。 

施策・事業の体系 

 

３.高齢者支援 

01 介護保険対策事業 03 介護予防・生活支援サービスの充実 

02 敬老対策事業 

03 生きがいデイサービス事業 

04 多世代同居世帯促進事業 

05 在宅高齢者等緊急通報システム設置事業 

06 在宅ねたきり老人及び認知症老人介護慰労金支給事業（再掲）

区分 施策 事業 

01 生きがい対策事業 01 健康・生きがいづくりの推進 

02 敬老対策事業（再掲） 

03 生きがいデイサービス事業（再掲） 

04 介護保険対策事業（再掲） 

01 在宅高齢者等緊急通報システム設置事業（再掲）02 地域支援体制の構築 

01 在宅ねたきり老人及び認知症老人介護慰労金支給事業 04 認知症対策の充実 

01 老齢者医療費助成事業 05 医療保健活動の推進 

06 施設福祉の充実 

高
齢
者
支
援
03 
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■生きがい対策事業 高齢者福祉課 
【事業№01030101】 

担当部課係名 福祉部 
高齢者福祉健康係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5613 

 

事業概要 
●高齢者が知識と経験を生かし、地域社会における社会奉仕活動又は創造的活動に参加し、老後の生きがいを高めるた

め、老人クラブ等の助成を行うとともに高齢者社会を向かえ、地域住民の主体的な参加の促進を図り、地域の連携意

識と福祉の心の醸成を図る。 
 

 

現況と課題 
●各事業参加者数の確保が課題である。 

 
 
 

 

今後の事業展開 
●継続推進を基本としながら、高齢者のニーズを把握し事業内容（実施種目）を見直していく。 
 
 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） ゲートボール大会・高齢者ス

ポーツ大会の参加者数（人） 1,600 1,600 1,800 2,000 2,200 6,000 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
36,676 35,946 35,110 35,110 106,166 

 

■敬老対策事業 高齢者福祉課 
【事業№01030102←№01030302】再掲 

担当部課係名 福祉部 
高齢者福祉健康係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5613 

 

 

■生きがいデイサービス事業 高齢者福祉課 
【事業№01030103←№01030303】再掲 

担当部課係名 福祉部 
高齢者福祉健康係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5613 

 

 

■介護保険対策事業 介護保険課 
【事業№01030104←№01030301】再掲 

担当部課係名 福祉部 
経営係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5473 

 
 

 

 

 

■在宅高齢者等緊急通報システム設置事業 高齢者福祉課 
【事業№01030201←№01030305】再掲 

担当部課係名 福祉部 
高齢者福祉健康係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5613 

 
 

01 健康・生きがいづくりの推進  

02 地域支援体制の構築  
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■介護保険対策事業 介護保険課 
【事業№01030301】 

担当部課係名 福祉部 
経営係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5473 

 
 

事業概要 
●①低所得者対策 
 低所得高齢者及び障害者が、経済的な理由により介護サービスの利用を控えることがないよう、利用者負担の軽減、助成等の措置を

行う。 
②地域密着型サービス拠点の整備 

 第 3 次介護保険事業計画で定めた平成 20 年度までの日常生活圏域ごとのサービス利用見込量に基づき、地域密着型サービス拠点の

施設整備を行う民間事業者に対し、補助金を交付し、整備の促進を図る。 
 

現況と課題 
●②地域密着型サービス基盤整備 

地域介護・福祉空間整備計画に基づく公募により、サービスを行うため、事業者の自主性に負うところが大であり、昨今の社会経済

情勢や制度内容における採算性に課題があり、事業の活用が少なくなる可能性があり、総合的・複合的サービスの提供体制について

引き続き検討する必要がある。 
 

今後の事業展開 
●①低所得高齢者及び障害者の経済的な理由や、介護サービスの利用控えに対しては、本事業の助成軽減等の措置による利用促進の必

要性は高く、一般の介護サービス利用者と比較して、在宅サービスの支給限度利用率の高さ等から推察できるように、本事業の成果

は上がっており、対象者からのニーズも高い事業であることから推進することが必要である。 
②地域介護・福祉空間整備補助事業は、第 3 次介護保険事業計画に基づき必要量の整備を進めるものであり、平成 20 年度を目標年

次に計画の推進をしているが、サービス提供事業者の事業への参入状況などにより、計画に満たない状況となっている。今後、高齢

化の進展や認定率の状況をみる中で、当初計画値を満たすための再募集を行うかについての検討をし、整備を図る必要がある。 
 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値 

（H20～22） 要介護者等利用者負担助成事業

に対する利用率（％） 

（実利用額/利用限度額） 63 100 100 100 100 100 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
152,684 401,931 24,059 24,059 450,049 

 

■敬老対策事業 高齢者福祉課 
【事業№01030302】 

担当部課係名 福祉部 
高齢者福祉健康係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5613 

 

事業概要 
●①敬老祝金支給事業 

高齢者の長寿を祝福し、敬老精神の高揚を図り高齢者の増進に寄与することを目的とする。 
②甲府市老人無料入浴事業 
市内にお住まいの高齢者（65 歳以上）の方に対して、心身の健康保持の向上、ふれあいの場として、公衆浴場を開

放する。 
 

現況と課題 
 
 
 

 

今後の事業展開 
●敬老祝金支給事業については、県制度の改正の動向や他都市の状況を踏まえ、今後の制度のあり方を検討する。 
●甲府市老人無料入浴事業については、事業廃止を含め検討を行っている。 
 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 敬老祝金支給者数 

（人） 2,695 2,900 2,974 3,100 3,200 9,274 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
17,594 20,207 19,500 19,500 59,207 

03 介護予防・生活支援サービスの充実  
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■生きがいデイサービス事業 高齢者福祉課 
【事業№01030303】 

担当部課係名 福祉部 
高齢者福祉健康係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5613 

 

事業概要 
●高齢者の生きがいと社会参加を促進するとともに、家に閉じこもりがちなひとり暮らし高齢者等に対し、施設への通

所により各種サービスを提供することにより、社会的孤立感の解消及び自立生活の助長を図る。 
 
 

 

現況と課題 
●利用者の増加による事業費の増大 
 
 

 
 

今後の事業展開 
●利用者等の実態を把握し、事業内容、利用状況の分析を行いながら、介護予防に結びつく事業になるよう見直しを行

っていく。 
 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 年間延べ利用者数 

（人） 16,337 16,740 16,824 17,500 17,500 51,824 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
27,988 26,500 25,573 25,573 77,646 

 

 

 

■多世代同居世帯促進事業 高齢者福祉課 
【事業№01030304】 

担当部課係名 福祉部 
高齢者福祉健康係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5613 

 
 

事業概要 
●多世代同居等住宅の建築に必要な資金を融資することにより、多世代同居の促進を図り、市民の福祉の向上に資する

ことを目的とする。 
 
 

 

現況と課題 
●制度発足時と比較をすると融資件数が減少している。 

 
 
 

 

今後の事業展開 
●利用者が使い易い融資条件の検討を行うとともに、事業の周知に努める。 

 
 

 
 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 融資件数（新築等・増改築） 

（件） 0 5 10 10 10 30 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
781,554 747,783 747,783 747,783 2,243,349 
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■在宅高齢者等緊急通報システム設置事業 高齢者福祉課 
【事業№01030305】 

担当部課係名 福祉部 
高齢者福祉健康係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5613 

 
 

事業概要 
●市内に住所を有する 65 歳以上の虚弱なひとり暮らし高齢者や重度身体障害者に緊急通報システム（ふれあいペンダ

ント）の機器を貸与し、消防署と連絡を密にしながら、緊急時に迅速な対応を図る。 
 
 

 

現況と課題 
●ひとり暮らし高齢者の増加により利用希望者が増えているため、待機者が増加している。 
 
 

 
 

今後の事業展開 
●従来の買い取り方式からリース方式への変更、又は、ネットワークを通じて高齢者介護支援システム利用により利用 

待機者の解消を図る。 
 

 
 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 緊急通報システム利用者数 

（人） 1,039 1,115 1,165 1,215 1,265 3,645 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
26,063 26,862 25,922 25,922 78,706 

 

 

 

■在宅ねたきり老人及び認知症老人介護慰労金支給事業 高齢者福祉課 
【事業№01030306】 

担当部課係名 福祉部 
高齢者福祉健康係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5613 

 
 
 

事業概要 
●要介護 4 又は 5 に認定された者及び要介護 3 以上で認知症が顕著な高齢者を家族で介護している家族の身体的・精神

的な労に報いるとともに、要介護者の在宅生活の継続を図るため慰労金を支給する。 
 
 

 

現況と課題 
●介護保険サービスを利用していない在宅介護者に経済的負担の軽減を図る。 
 
 

 
 

今後の事業展開 
●継続推進していく。 
 
 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 年間認定者数 

（人） 256 90 90 90 90 270 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
11,115 2,625 2,625 2,625 7,875 
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■在宅ねたきり老人及び認知症老人介護慰労金支給事業 高齢者福祉課 
【事業№01030401←01030306】再掲 

担当部課係名 福祉部 
高齢者福祉健康係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5613 

 
 
 

 

 

■老齢者医療費助成事業 高齢者福祉課 
【事業№01030501】 

担当部課係名 福祉部 
高齢者医療係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5617 

 
 

事業概要 
●高齢者が健康で生きがいをもって生活するために、安心して医療を受けることができるよう、市民税が課されていな

い世帯に属する 65 歳～74 歳の高齢者に医療機関受診時自己負担が 1 割になるように助成する。 
 
 

 

現況と課題 
●平成 20 年 4 月に制度改正を行い、助成対象年齢を拡大するとともに、所得が一般に比べて低く、医療費に要する経

済的負担が大きい所得層への支援の重点化を図った。 
 
 

 

今後の事業展開 
●新制度の周知を図る。 
 
 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 助成対象者数 

（人） 8,638 8,489 11,624 10,414 9,332 31,370 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
521,123 319,502 308,355 308,355 936,212 

 
 

04 認知症対策の充実  

05 医療保健活動の推進  
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施策の基本的考え方 

 
● ノーマライゼーション＊理念の普及・啓発に努めるとともに、ボランティア・ＮＰＯ＊、障害者団

体等との連携を図り、障害者が自然に生活できる環境づくりに努めます。 

● 障害者が住み慣れた地域で暮らせるよう、ホームヘルプサービス＊などの居宅サービス及び施設サ

ービスの適切な提供に努めます。 

● 障害者が地域で自立した生活ができるよう、支援体制の整備に努めるとともに、外出の際の移動

の支援や社会活動に参加しやすい環境づくりに努めます。 

● 障害者が良好な生活環境を確保できるよう、施設等のバリアフリー＊化や災害時における要援護者

支援対策に努めます。 

● 相談体制やケアマネジメント＊体制の充実を図り、障害者本人を中心とした個別の支援を、より効

果的に進められる基盤づくりに努めます。 

施策・事業の体系 

４.障害者支援 

区分 施策 事業 

01 障害者のすみよいまちづくり事業（再掲） 01 共生社会の基盤づくり 

01 障害者のすみよいまちづくり事業 02 地域における生活支援 

02 重度心身障害者医療費助成事業 

03 在宅高齢者等緊急通報システム設置事業（再掲）

05 相談体制やケアマネジメント体制などの充実 

障
害
者
支
援
04 

01 障害者のすみよいまちづくり事業（再掲） 04 安心して暮らせるまちづくり 

02 在宅高齢者等緊急通報システム設置事業（再掲）

01 通園事業（デイサービス） 03 自立と社会参加の促進 

02 障害者のすみよいまちづくり事業（再掲） 
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■障害者のすみよいまちづくり事業 障害福祉課 
【事業№01040101←№01040201】再掲 

担当部課係名 福祉部 
医療支援係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5642 

 

 

 

■障害者のすみよいまちづくり事業 障害福祉課 
【事業№01040201】 

担当部課係名 福祉部 
医療支援係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5642 

 
 

事業概要 
●在宅重度心身障害者へのタクシー利用料金の助成、甲府駅のエスカレーターや車いす用昇降機(エスカル)の運行管理

等により、障害者の社会参加の促進と生活圏の拡大を図る。 
 

 

現況と課題 
●タクシー利用料金の助成については、年間 24 枚の利用券(1 枚 660 円)を対象者に交付しているが、視覚障害者団体

から枚数増の要望がある。 
 

 

今後の事業展開 
●タクシー利用料金助成事業については、引き続き県補助対象の拡大を要望する。 
●エスカレーター運行負担については利用者の多くが JR 利用者であることから、本市の財政負担軽減のため県と協調

するなかで、JR に応分の負担を求めていく。 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） タクシー利用券交付枚数 

（枚） 22,406 25,000 25,000 25,000 25,000 75,000 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
26,176 24,573 23,713 23,713 71,999 

 

 

■重度心身障害者医療費助成事業 障害福祉課 
【事業№01040202】 

担当部課係名 福祉部 
医療支援係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5642 

 
 

事業概要 
●重度心身障害者の一般医療費の負担の軽減を図り、健康の維持・増進を図る。 

 
 
 

 

現況と課題 
●本年 4 月から県内医療機関で窓口無料を開始した。 
 

 
 

今後の事業展開 
●関係機関と連携をとりながら、窓口無料制度の円滑な運営を図っていく。 
 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 給付件数 

（件） 154,943 167,937 171,000 171,000 171,000 513,000 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
580,852 600,805 579,295 579,295 1,759,395 

01 共生社会の基盤づくり  

02 地域における生活支援 
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■在宅高齢者等緊急通報システム設置事業 高齢者福祉課 
【事業 01040203←№01030305】再掲 

担当部課係名 福祉部 
高齢者福祉健康係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5613 

 

 
 
 
■通園事業（デイサービス） 障害福祉課 
【事業№01040301】 

担当部課係名 福祉部 
医療支援係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5642 

 
 

事業概要 
●一般の保育所や幼稚園に通園することの困難な重度の心身障害をもつ乳幼児を対象に、その発達段階に応じた各種早

期療育訓練等を行い、基本的な生活習慣を身につけさせる。 
 
 

 

現況と課題 
●障害者自立支援法に規定する児童デイサービスⅠ型への移行。 

 
 
 

 

今後の事業展開 
●児童デイサービスⅠ型への移行の可能性を検討する中で事業を推進していく。 
 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 延べ利用児童数 

（人） 2,412 2,450 2,450 2,450 2,450 7,350 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
15,312 15,312 14,776 14,776 44,864 

 

■障害者のすみよいまちづくり事業 障害福祉課 
【事業№01040302←№01040201】再掲 

担当部課係名 福祉部 
医療支援係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5642 

 
 

 

 

 

 

■障害者のすみよいまちづくり事業 障害福祉課 
【事業№01040401←№01040201】再掲 

担当部課係名 福祉部 
医療支援係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5642 

 
 

 

■在宅高齢者等緊急通報システム設置事業 高齢者福祉課 
【事業№01040402←№01030305】再掲 

担当部課係名 福祉部 
高齢者福祉健康係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
5613 

 
 

 

04 安心して暮らせるまちづくり  

03 自立と社会参加の促進  
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施策の基本的考え方 

 
● 妊娠・出産・育児に関する支援・健康診査・相談・指導体制の充実、親と子の健全な生活習慣の

確立とともに、子育てや思春期に関する情報提供に努めます。 

● 市民一人ひとりの生活習慣の改善や、早期発見・治療対策を行うことにより、市民が主体的に取

り組める健康づくり運動の推進を図ります。 

● 市民が主体となり各地域で健康づくりの輪が拡がるように、健康づくり団体との協働や健康づく

り実践団体への育成・支援を行うとともに、保健サービス向上のための基盤整備に努めます。 

● 市民が安心して暮らせる環境を整備するために、感染症に関する正しい知識の普及や、予防接種

についての啓発に努め、接種率の向上を図ります。 

施策・事業の体系 

 

５.健康づくり 

01 まちなか健やか事業 

区分 施策 事業 

01 親と子の健康づくりの推進 

02 成人と高齢者の健康づくりの推進 

03 健康づくり推進体制の整備 

04 感染症と予防対策の推進 

健
康
づ
く
り
05 
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■まちなか健やか事業 健康衛生課 
【事業№01050301】 

担当部課係名 福祉部 
保健係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
2586 

 
 
 

事業概要 
●中心市街地活性化及び市民の健康づくり事業として、「まちなか健やかサロン」に保健師が常駐し、子育てサークル

等に自由な交流の場を提供するとともに、乳幼児から高齢者までを対象に、血圧や血糖値の測定、身体計測や各種の

健康相談・健康教室を実施している。 
 

 

現況と課題 
●平成 15 年度の開設以来、年々利用者が増加している。 
●会場が狭く、相談者のプライバシーの確保が困難であり、同じフロアに他の事務室等があるため運動などで大きな音

を伴う健康教室など、様々な制約を抱えている。 
●利用者の駐車場として市役所の市民駐車場を利用しているが、長時間駐車による他の来庁者への迷惑もあり、民間駐

車場の駐車券を試行的に配布することになり、今後も検討が必要である。 

 
 

今後の事業展開 
●今後も事業の継続推進に努めるが、新庁舎建設に伴い、市中心部に保健センターが併設されれば、サロンの必要性の

有無も含めて検討する必要がある。 
 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） まちなか健やかサロンに 

おける相談者数（人） 4,587 5,397 5,500 5,600 5,700 16,800 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
－ 6,173 5,957 5,957 18,087 

 
 
 
 
 
 

 

03 健康づくり推進体制の整備  
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施策の基本的考え方 

 
● 医療圏＊内の各診療所との病診連携や、他の公的病院との機能分担を含めた病院連携を推進し、地

域における医療支援体制の確立に努めます。 

● 中北地域保健医療推進委員会を中心に医師会、輪番病院＊、行政が連携を強化し、初期救急及び、

二次救急＊医療の充実に努めます。 

● 救急隊の適正配置や救急医療機関との連携による円滑な救急業務体制の構築、高度救命処置用資

器材の整備などによる救急業務の高度化の推進、市民への応急手当の知識・技術の普及促進によ

り救急体制の充実に努めます。 

また、特別救助隊の充実強化に努めるとともに、高度な救助技術の取得など、隊員の教育訓練の

充実に努めます。 

施策・事業の体系 

 

６.医療・救急・救助 

区分 施策 事業 

01 医療連携の充実 

01 救急医療体制整備事業 02 救急医療体制の充実 

03 救急・救助体制の充実 

医
療
・
救
急
・
救
助

06
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■救急医療体制整備事業 健康衛生課 
【事業№01060201】 

担当部課係名 福祉部 
予防衛生係 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 237- 
2587 

 
 
 

事業概要 
●休日及び夜間の救急診療体制を整備し、地域住民の救急医療の確保を図ることを目的とする。 
 
 
 

 

現況と課題 
●病院群輪番制病院設備整備費補助金が新たに追加されたことに伴い、平成 20 年度以降の交付額について見直しを行

った。 
 

 
 

今後の事業展開 
●救急医療体制の整備及び継続的な事業の推進 
 
 
 

 

成果指標 実績値 見込み値 目標値 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

目標値合計 

（H20～22） 甲府市医師会救急医療 

センター利用者数（人） 24,046 25,248 26,500 26,500 26,500 79,500 

当初予算額（千円） 計画額（千円） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

計画額合計 

（H20～22） 事 業 費 

（千円） 
124,438 148,951 143,739 143,739 436,429 

 

02 救急医療体制の充実 
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施策の基本的考え方 

 
● 口座振替制度の積極的な奨励、収納体制の強化、滞納未然防止の広報活動、長期滞納者への対策

の強化などにより、保険料収入の確保に努めます。 

● レセプト点検＊の強化による適正な診療報酬支払を推進するとともに、重複・頻回多受診者などに

対する適正受診の指導や、第三者行為の発見、被保険者の医療費及び健康に対する意識の啓発に

努めて、医療費の適正化を図ります。 

● 人間ドック＊・脳ドック・歯科健診・歯科講習を通じて、疾病の早期発見と予防に努めます。 

施策・事業の体系 

 

７.国民健康保険 

区分 施策 事業 

01 経営の健全化 

02 医療費の適正化 

03 健康管理対策の充実 

国
民
健
康
保
険

07 
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施策の基本的考え方 

 
● 要支援、要介護状態になる前からの介護予防を推進し、地域における包括的・継続的なマネジメ

ント機能の強化を図るために、地域ケアの中核となる機関（地域包括支援センター＊）を日常生活

圏域ごとに設置し、多職種からなるチームアプローチによって支援を必要とする者への総合的か

つ効率的なサービスの提供に努めます。 

● 介護が必要となっても、可能な限り自立した日常生活を営むことができるように、利用者の希望

を尊重した在宅重視の介護サービスの確保に努めます。 

● 要介護者の住み慣れた地域での生活を支えるため、日常生活圏域ごとに地域の特性に応じた多様

で柔軟なサービスが提供できるよう、基盤整備に努めます。 

● 軽度者（要支援１・２）を対象に、要介護状態等の軽減に努めるとともに、悪化防止に効果的な

介護予防サービスの充実に努めます。 

 

施策・事業の体系 

 

８.介護保険 

区分 施策 事業 

01 地域支援事業の推進 

02 在宅サービスの確保 

03 地域密着型サービスの提供 

04 予防サービスの充実 

介
護
保
険
08 



 
 

 
 

 ＊のついた用語は用語解説をご参照ください。  55 

 
施策の基本的考え方 

 
● 社会保険事務局などとの協力・連携のもと、制度の周知啓発に努めます。 

施策・事業の体系 

 

９.国民年金 

区分 施策 事業 

01 市民の受給権確保 国
民
年
金

09 




